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研究の概要

この研究の目的は、2017年以降培ってきた知多

半島の地域の日本語教室のネットワークを用いて、

地域の日本語教室などの多文化共生促進の取り組

み(例えば、それぞれの国の食材が買える食料品店、

ハラルの食事を提供しているレストランなど)が

どこに展開されているかについて個別の団体から

のヒアリングを実施しながら、その情報をまとめ

て外国人住民に役に立つ形で一本化することであ

った。この取り組みを始めるまで、こういった情

報が市や町によってはある程度局地的に共有され

ているものの、知多半島全体を横断的にまとめた

情報源が存在しないことが明確であった。現在、

文化庁が「生活者1」 のための日本語教育のあり方

について検討中であり、「日本語教育環境を強化

するための総合的な体制づくり2」 の一環として

「地域日本語教育コーディネーター」の必要性を

提唱しているが、現在その役割を果たす人や組織

が知多半島にいないため、情報の一本化がなかな

か進まないのが現状であった。

今回の調査を通じて、日本語教育、外国籍児童

生徒の学習支援、また各国の在留者のための役に

立つ生活情報など、知多半島の 5 市 5 町で実施

されている多文化共生促進の取り組みを明確にし、

その結果をまとめた「知多半島グローバルマップ

５５（ゴーゴー）」を作成することを目標にした。

さらに、ヒアリングなどをすることによって、知

多半島にある多文化共生促進に関与している取り

組み、組織、団体などの間の横のつながりを強め、

1 「生活者」とは、「留学生」や「技能実習生」と区別され、特定の組織に所属せず地域住民として日本

で暮らしている外国人のことである。
2 https://www.soumu.go.jp/main_content/000684205.pdf
 (2021/04/29 閲覧)

その情報を一本化することによって外国人住民や

そのサポートに携わる方々に提供することにより、

知多半島における外国人住民へのサポートをより

協力的なものにすることも期待される。

達成状況・成果内容

1. 調査活動

2021年 6月〜12月

1.1 ゼミ活動として、知多半島の 5市 5町への

ヒアリング調査を実施し、知多半島にある日

本語教室や外国にルーツのある児童生徒のた

めの学習支援教室の情報を収集した（調査対

象：知多市の学習支援教室「エスペランサ」、

知多市日本語の会、東海市国際交流協会、半

田市役所、大府国際交流協会、常滑市市民協

働課、武豊町会議院など）。ヒアリングの実施

は対面とオンラインの両方（図１、２）

1.2 さらに、学生が知多半島の食料品店や飲食

店を調べ、外国人が経営しているところを中

心に他言語でヒアリング調査を実施した上、

どのお店がどの言語で対応できるかなどの情

報をまとめて、Google Mapに記録した。この

活動は、初めて日本に来た外国人の多くは、

日本語教室の情報というより自分の国の人が

どこで集まるか、自分の国の食料品を手に入

れたり、自分の国の料理をどこで食べること

ができるかを知りたい、という特に留学生か

らの指摘をもとに実施したものである（図３）



● 効 果 測 定 の ポ イ ン ト は

2. 成果物

2021 年 12 月〜2022 年 2 月

  上記の調査で得た情報をまとめて、イギリス

に住んでいる日本人のデザイナーと協力しな

がら添付の「知多半島グローバルマップ５５」

のオリジナルデザインを作っていただき、配

付可能の印刷物として仕上げた(図４)。印刷

されたマップには知多半島にある地域の日本

語教室の詳細が全て含まれている。また、教

室の情報に加え、飲食店、食料品店の情報を

まとめた Google Map も仕上げ、QR コードを

印刷することにより配付マップにも含むこと

にした(図５)

知多半島グローバルマップ５５の Google Map

URL:https://www.google.com/maps/d/embed?mi

d=1CJQ10Vm8sw3-

cwZp80Im_3XKKdz4FXdE&ehbc=2E312F

今後の展望

上記の配付資料（知多半島グローバルマップ５

５）と Google Map は 2022 年 3 月に東海キャンパ

スで開催した「知多半島日本語教育サミット」で

ゼミ生によって発表された。サミットの参加者は

知多半島を中心に、地域の日本語教室でボランテ

ィア活動をされている方がほとんどであったため、

今後マップを教室に通う外国籍住民に配付資料と

して使っていただくことを期待している。また、

マップの作成の一環としてヒアリングをさせてい

ただいたボランティア団体と大学との連携が一層

強まったと感じるので、今後その連携を生かし、

知多半島に生活している外国籍住民にさらに的確

なサポートができるようにしたいと考えている。

図１：半田市役所とのオンラインヒアリング 図２: 知多市の学習支援教室でのヒアリング

図３: ネパール語、ベトナム語、中国語、インドネシア後で電話調査をする学生

https://www.google.com/maps/d/embed?mid=1CJQ10Vm8sw3-cwZp80Im_3XKKdz4FXdE&ehbc=2E312F


図４ａ: 知多半島グローバルマップ５５（表）



図４ｂ: 知多半島グローバルマップ５５（裏）



図５: 知多半島グローバルマップ５５のグーグルマップ。

上は学習支援教室の紹介、下は中国料理店の中国語での紹介。


